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普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
移
設
の
是
非
を
め
ぐ
り
行
わ
れ
た
沖
縄
県
知
事
選
。
辺
野
古
移
設
に
反
対
す

お

な
が
た
け

し

な
か

い

ま

ひ
ろ
か
ず

る
新
人
の
前
那
覇
市
長
・
翁
長
雄
志
氏
が
、
移
設
を
容
認
す
る
現
職
・
仲
井
真
弘
多
氏
ら
を
破
っ
て
初
当
選
を
果

た
し
た
。
現
地
で
知
事
選
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
３
年
次
の
瀬
戸
麻
理
乃

さ
ん
に
ル
ポ
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

秋
が
深
ま
っ
て
も
、
沖
縄
は
熱
か
っ
た
。
在
日
米
軍
基
地

が
集
中
す
る
同
県
で
、
１１
月
１６
日
、
知
事
選
挙
の
投
開
票
が

行
わ
れ
た
。
普
天
間
飛
行
場
（
宜
野
湾
市
）
の
名
護
市
辺
野

古
移
設
を
め
ぐ
り
、
反
対
派
と
推
進
派
の
候
補
が
ぶ
つ
か
り

合
う
―
―
。
と
思
い
き
や
、
菅
義
偉
官
房
長
官
は
「
過
去
の

問
題
」
と
切
り
離
し
、
選
挙
の
争
点
に
な
ら
な
い
と
強
調
し

た
。
し
か
し
、
地
元
新
聞
は
、
連
日
基
地
問
題
を
大
き
く
取

り
上
げ
て
い
る
。
現
地
の
様
子
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
べ

く
、
１１
月
１４
日
か
ら
５
日
間
、
沖
縄
に
滞
在
し
た
。

基
地
前
で
自
問

投
開
票
を
翌
日
に
控
え
た

１１
月
１５
日
、
現
地
で
合
流
し

た
藤
森
研
文
学
部
教
授
と
と

も
に
嘉
数
高
台
の
展
望
台
か

ら
普
天
間
飛
行
場
を
一
望
し

た
。
住
宅
地
に
囲
ま
れ
た
基

地
の
中
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
。
危
険
性
は

一
目
瞭
然
だ
っ
た
。

「
こ
れ
を
辺
野
古
の
海
に

移
す
こ
と
が
、
沖
縄
の
基
地

負
担
軽
減
な
の
か
。
軍
事
力

強
化
と
基
地
の
恒
久
化
に
つ

な
が
ら
な
い
の
か
」
。
渦
中

の
光
景
を
目
の
前
に
、
自
問

自
答
し
た
。

さ
ら
に
北
に
移
動
し
て
、

辺
野
古
へ
向
か
っ
た
。
海
兵

隊
基
地
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ

ブ
の
ゲ
ー
ト
前
は
「
辺
野
古

埋
立
阻
止
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
る
人
で
埋
ま
っ
て
い

た
。「

知
事
選
勝
利
！
」
と
声

を
合
わ
せ
、
連
帯
を
強
め
あ

う
人
々
。
私
も
そ
の
雰
囲
気

に
巻
き
込
ま
れ
た
。

座
り
込
み
テ
ン
ト
村
に
も

立
ち
寄
っ
た
。
何
年
も
抗
議

活
動
を
続
け
て
い
る
男
性

が
、
青
く
透
き
通
る
海
を
背

景
に
こ
う
言
っ
た
。
「
我
々

の
抵
抗
が
な
か
っ
た
ら
、
今

こ
の
景
観
は
な
い
」
。
抵
抗

は
沖
縄
の
未
来
を
創
る
活
動

だ
と
思
っ
た
。

「
民
意
伝
え
る
」

迎
え
た
投
開
票
当
日
。
投

票
を
締
め
切
っ
た
午
後
８
時

ち
ょ
う
ど
、
「
翁
長
氏
当
選

確
実
」
の
文
字
が
テ
レ
ビ
の

テ
ロ
ッ
プ
で
流
れ
た
。
県
内

移
設
反
対
を
前
面
に
掲
げ
た

翁
長
氏
の
圧
勝
だ
。

そ
の
１
時
間
後
、
那
覇
市

に
あ
る
選
挙
事
務
所
に
移
動

し
た
。
さ
ぞ
盛
り
上
が
っ
て

い
る
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
、

意
外
に
も
落
ち
着
い
て
い

た
。
万
歳
三
唱
の
空
気
は
も

う
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
移
設
工
事

を
強
行
し
よ
う
と
す
る
政
府

に
、
ど
う
立
ち
向
か
っ
て
い

く
か
が
問
わ
れ
る
。

選
挙
で
示
さ
れ
た
「
反

対
」
の
民
意
。
「
し
っ
か
り

と
伝
え
た
い
」
と
、
メ
デ
ィ

ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

る
翁
長
氏
。

当
選
の
喜
び
は
、
こ
の
時

す
で
に
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
か
う
覚
悟
に
変
わ
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

抵
抗
や
ま
ず

知
事
選
挙
後
も
政
府
の
姿

勢
は
変
わ
ら
な
い
。
１２
月
１４

日
の
衆
議
院
選
挙
も
ま
た
、

沖
縄
に
お
い
て
は
基
地
移
設

が
最
大
の
争
点
だ
。

普
天
間
を
め
ぐ
る
一
連
の

論
争
は
、
一
つ
の
基
地
を
作

る
か
作
ら
な
い
か
の
単
純
な

議
論
で
は
な
い
。
戦
後
６９
年

た
っ
て
も
、
日
米
両
政
府
に

軍
事
基
地
を
押
し
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
抵
抗
し
て
い

る
の
だ
。

安
全
保
障
の
問
題
は
日
本

全
体
で
考
え
る
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
「
反
対
」
の
声
を
上

げ
続
け
る
沖
縄
に
、
少
し
で

も
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。

私と妻は、数年に一度ヨーロッパを

旅行しますが、団体旅行で行ったこと

はありません。妻がヨーロッパ史の研

究者なのでガイド役、私は海外での運

転に慣れているのでレンタカーの運転

手役になり

ます。そし

て 旅 行 先

は、ほとんどがヨーロッパの田舎です。

特にフランスには「フランスの最も美

しい村」という組織があり、ここに登

録されている村々をよく訪ねます。

例えば、フランス西部のペルージュ

という村＝写真＝は、人口は約５０人

で、１４世紀ごろの町並みがそのまま残

っています。大都市のリヨンからバス

などを利用して１時間ほど。自家用車

でなければなかなか行けないところで

す。しかし、「フランスの最も美しい

村」に登録された約１５０の村の中でも

特に美しいといわれていて、リヨンで

サミットが開かれた際には、各国首脳

が見学に訪れたそうです。私たち夫婦

は、中世貴族のお屋敷そのままのホテ

ルに泊まり、伝統的な料理を食べ、早

朝から、鶏の鳴き声がする人けのない

村をのんびりと散歩しました。

有名な観光地には、有名になるだけ

の理由があ

り、行けば

感動します。

しかし、名所を見て「テレビで観たと

おりに美しい」と思ってしまうよりも

予想もしない感動が、田舎にはありま

す。それは個人旅行だからこそ得られ

るものです。英語の通じない国でも、

「こんにちは」「さようなら」「ありがと

う」と１から１０までが現地語で言える

と、旅が１０倍楽しくなります。そうや

って、私たちは個人旅行を楽しんでい

ます。（主な担当は経営管理総論）

※短縮版。全文はＣＡＬＬ研究室ホー

ムページで。

専
修
大
学
杖
道
会
が
創
設

１５
周
年
を
迎
え
、
１１
月
１５
日

に
記
念
演
武
会
が
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

演
武
会
で
は
学
生
、
卒
業

生
、
指
導
者
の
演
武
が
披
露

さ
れ
た
。
懇
親
会
は
東
京
都

「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」

で
開
か
れ
、
総
勢
７０
人
が
出

席
し
て
和
や
か
に
１５
周
年
を

祝
っ
た
。

杖
道
は
長
さ
約
１
２
８


の
樫
の
丸
い
杖
を
用
い
て
行

う
形
の
武
道
。
本
学
の
杖
道

会
は
１
９
９
９
年
に
誕
生
。

今
夏
の
東
京
都
杖
道
大
会
で

は
全
８
階
級
（
七
段
～
一
級

以
下
）
の
う
ち
４
階
級
を
制

覇
し
た
。

初
期
に
は
部
員
が
な
か
な

か
集
ま
ら
な
い
状
態
が
続
い

た
。
東
京
都
杖
道
大
会
で
学

生
が
初
優
勝
し
た
２
０
０
３

年
ご
ろ
か
ら
部
員
が
増
え
始

め
、
現
在
は
５０
人
を
超
え

る
。発

展
の
一
躍
を
担
っ
た
の

が
石
﨑
珠
枝
さ
ん
（
平
１８
経

済
・
旧
姓
河
上
）
、
岸
野
紘

子
さ
ん
（
平
１８
経
営
）
、
秋

山
悟
さ
ん
（
平
１８
文
）
ら
。

岸
野
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
ん

で
社
会
人
に
な
っ
て
も
杖
道

を
続
け
る
石
﨑
さ
ん
は
「
入

部
し
た
頃
、
部
員
は
１０
人
足

ら
ず
。
そ
れ
が
こ
ん
な
大
き

な
会
に
な
っ
て
感
慨
深
い
」

と
話
す
。

同
会
の
特
徴
は
経
験
豊
富

な
指
導
陣
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
。
顧
問
の
宇
都
榮

子
人
間
科
学
部
教
授
（
錬
士

六
段
）
を
は
じ
め
、
古
川
瞬

也
師
範
（
範
士
八
段
）
、
桝

井
一
之
副
師
範
（
教
士
七

段
）
、
上
田
敦
子
副
師
範

（
同
）
と
い
う
杖
道
界
の
ト

ッ
プ
か
ら
直
接
指
導
を
受
け

て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、
東

京
・
千
代
田
区
に
あ
る
日
本

経
済
新
聞
社
杖
道
部
で
出
稽

古
も
行
っ
て
い
る
。

学
ぶ
の
は
技
術
ば
か
り
で

は
な
い
。

元
代
表
の
村
上
晋
之
介
さ

ん
（
法
４
）
は
「
礼
儀
作
法

な
ど
社
会
に
出
る
際
に
大
切

な
も
の
も
教
え
て
い
た
だ
い

た
」
と
言
い
、
前
代
表
の
山

﨑
真
美
さ
ん
（
商
３
）
も
「
練

習
は
厳
し
い
が
、
武
道
サ
ー

ク
ル
と
し
て
楽
し
く
活
動
し

て
い
る
。
そ
こ
が
魅
力
」
と

話
す
。

宇
都
教
授
は
「
学
生
た
ち

が
楽
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る

の
が
何
よ
り
で
す
」
と
同
会

生
み
の
親
と
し
て
喜
び
を
語

っ
て
い
る
。

�

琉
球
新
報
の
号
外
を
手
に
す
る
瀬
戸
さ
ん

個人旅行だから楽しい

沖
縄
県
知
事
選
を
見
て

沖
縄
県
知
事
選
を
見
て

瀬
戸

麻
理
乃
（
文
３
）

稿

寄

現地の声を聞き続けよう

経営学部准教授

ー●３４●ー

奥村 経世

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
指
導
陣

今
夏
も
都
大
会
で
活
躍

専修大学杖道会 創設１５周年専修大学杖道会 創設１５周年

�

沖
縄
知
事
選
で
当
選
が
決

ま
り
記
者
会
見
す
る
翁
長

氏
。
左
は
藤
森
教
授

▲ 長年の指導に感謝して顧問

の宇都教授（右）に感謝状

が贈られた

�

新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
市
民
が
辺
野
古
に
集
ま
る

�

演
武
会
で
専
修
大
学
杖
道
会
の
み
な
さ
ん
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